











































































景 観 の 考 え 方　－そ の １－
岡　本　真理子　


































































































































































































































































































































































図－１　日本橋雪晴  　　 　図－２　目黒太鼓橋夕日の岡
図－3　猿わか町よるの景　　図－4  霞かせき　
図－5　広小路夜見世
岡　本　真理子
たのを見て奥はどうであれ、表だけは二階建てにして角
柱を用いるよう命じている。
　しかしながら、京都を描写した洛中洛外図屏風を見る
限り、関ヶ原役後は三階建てさえ出現して、秀吉の意図
した統一的町並みとは違った、多様な町並みが発展して
いる。さらに幕藩体制が確立すると、封建的階級による
政治的統制が建物の上にも反映され、慶安2年（1649）
には三階建てが禁止されているし、享保の改革時には「家
作り、なるべく成ひきく建（2） 」ることが市中にふれら
れているほどである。
　このように、町並み景観を作ることには意識を働か
せることのなかった日本人の中にはヨーロッパなどでみ
られる歴史的都市景観を規範としたいと考える人もいる
が、果たしてそれが日本の景観であろうか。
　日本は明治維新時と第二次世界大戦後の大きく2回に
わたり、西欧に追いつき追い越せとばかりにその模倣を
してきた。景観の分野においても、日本人が元来持って
いた景観に対する感性を失いかけたのである。
　先述の「名所図」で描かれた、またその「名所図」を
良しとして買い入れた、多くの先人たちの豊かな感性こ
そが、取り立てて見るべきところもないと思いがちな現
代の「まち」、「むら」などで景観を考えてゆくときに最
も参考になるものであろう。
　感性（五感）で捉える「風景」を科学的に考えるのが「景
観」であり、地域の歴史・文化・風情に合致しない物は、
たとえそれが単体として美しかろうとよい景観とはなり
えないと考える。
「注」
（1 ）景観行政を行うときの基本ともなる計画で、良好な景観を
保全する必要がある土　地の区域や、地域の自然、歴史、文
化等から見て、地域の特性にふさわしい良好な景　観を形成
する必要がある地域を定めることができる。
（2 ）軒高を低くの意味
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